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人口と世帯 令和 4 年 8 月 1 日現在
                  (    ) は前月比

総数　81,961 人
男　　40,279 人
女　　41,682 人
世帯　34,982世帯

※外国人住民 (42 か国・地域／ 1,731 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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第
45
回

　

日
本
の
西
洋
化
を
支
え
て
き
た
近

代
化
遺
産
は
近
年
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
が
、
本
市
に
も
そ
ん
な
近
代
化

遺
産
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
紹

介
す
る
旧
中
川
煉
瓦
製
造
所
ホ
フ
マ

ン
窯
で
す
。

　

明
治
16
（
１
８
８
４
）
年
に
宇
津

呂
村
で
燃
料
商
を
営
ん
で
い
た
中
川

長
九
郎
が
湖
東
組
を
創
立
し
て
煉
瓦

焼
成
を
始
め
、明
治
40
（
１
９
０
７
）

年
頃
に
は
中
川
煉
瓦
工
場
と
改
称
し

ま
す
。
大
正
９
（
１
９
０
２
）
年
前

後
に
は
工
場
内
に
ホ
フ
マ
ン
窯
が
建

設
さ
れ
、
昭
和
42
年
頃
ま
で
煉
瓦
を

製
造
し
ま
し
た
。し
か
し
、煉
瓦
需
要

が
縮
小
し
、
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年

に
工
場
は
廃
業
し
ま
し
た
。
旧
中
川

煉
瓦
製
造
所
は
平
成
17（
２
０
０
５
）

年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
現
存
す
る
旧
中
川
煉

瓦
製
造
所
は
、ホ
フ
マ
ン
窯
、事
務
所

棟
、
成
形
機
を
収
め
る
機
械
所
、
縄な

わ

縫ぬ
い

工
場
の
４
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
フ
マ
ン
窯
は
ド
イ
ツ
人
技
師
・

ホ
フ
マ
ン
が
考
案
し
た
煉
瓦
窯
で
す
。

窯
は
円
形
や
楕
円
形
な
ど
環
状
の
形

を
し
て
い
て
、
窯
の
内
部
に
は
煉
瓦

を
焼
く
小
さ
な
区
画
が
あ
り
、
生
の

景
観
を
構
成
す
る
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
旧
中
川
煉
瓦
製
造
所
は
当
時

の
煉
瓦
の
製
造
工
程
を
追
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
、
煉
瓦
の
製
造
に
近

江
八
幡
の
地
元
の
産
業
で
あ
る
八
幡

瓦
製
造
技
術
に
先
端
技
術
の
ホ
フ
マ

ン
窯
が
組
み
合
わ
さ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

旧
中
川
煉
瓦
製
造
所
の
建
物
は
か

な
り
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
ホ
フ

マ
ン
窯
内
部
の
見
学
は
常
時
難
し
い

状
態
で
す
が
、
外
観
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
近
江
八
幡
に
は
煉
瓦
塀

な
ど
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

八
幡
山
の
麓

ふ
も
と
に
そ
び
え
た
つ
ホ
フ
マ

ン
窯
の
煙
突
も
併
せ
て
、
明
治
、
大

正
時
代
の
近
江
八
幡
を
今
に
残
し
て

い
ま
す
。

煉
瓦
が
積
み
重
ね
ら
れ
ま
す
。
上
部

か
ら
コ
ー
ク
ス
を
入
れ
て
一
つ
の
区

画
で
煉
瓦
が
焼
き
あ
が
る
と
、
次
の

区
画
に
火
を
移
し
て
焼
成
を
繰
り
返

し
ま
す
。
煉
瓦
が
焼
か
れ
る
た
び
に

区
画
を
環
状
に
移
動
す
る
こ
と
で
連

続
し
た
工
程
が
行
わ
れ
、
煉
瓦
の
大

量
生
産
を
可
能
に
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ホ
フ
マ
ン
窯
は
現
在
国

内
で
は
本
市
の
他
に
栃
木
県
野
木
町
、

埼
玉
県
深
谷
市
、
京
都
府
舞
鶴
市
の

４
か
所
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当

時
の
煉
瓦
作
成
技
術
を
今
に
残
す
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
中

川
煉
瓦
製
造
所
ホ
フ
マ
ン
窯
は
長
辺

約
55
メ
ー
ト
ル　

短
辺
約
14
メ
ー
ト

ル
の
南
北
に
細
長
い
長
方
形
の
平
面

形
で
、
内
部
に
ロ
の
字
型
平
面
の
窯
、

煉
瓦
積
み
の
壁
、
上
部
に
ア
ー
チ
状

の
覆
い
が
あ
り
ま
す
。
外
側
に
控
え

壁
が
２
～
６
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
面
は
陸ろ
く

屋
根
で
、

粉ふ
ん
た
ん炭
投
入
用
の
小
穴
が
開
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
中
央
や
や
南
寄
り
に
高
さ

約
33
メ
ー
ト
ル
の
煙
突
を
立
て
て
い

ま
す
。
当
初
は
窯
全
体
を
覆
っ
て
木

造
の
上う
わ
や屋
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
旧
中
川
煉
瓦

製
造
所
は
煉
瓦
の
積
出
し
港
と
し
て

八
幡
堀
に
接
し
て
お
り
、
八
幡
堀
の

た
て
も
の
探
訪
⑥

た
て
も
の
探
訪
⑥

旧中川煉瓦製造所ホフマン窯

旧
中
川

旧
中
川
煉煉れ

ん

が

れ

ん

が瓦瓦
製
造
所

製
造
所

ホ
フ
マ
ン

ホ
フ
マ
ン
窯窯が

ま
が
ま

稼働していた頃の中川煉瓦工場（中川宗孟さん提供）


